
核融合炉用中性子増倍材（特許第3882114号）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

核融合炉の発電効率を高め、寿命を延ばすために、中性子増倍材をより高温、かつより高い中性子照射
環境下で使用する計画があるが、バインダーとしてのベリリウム金属間化合物相のみを利用することによ
り、高温特性および延性に優れた核融合炉用中性子増倍材を提案することができる。

技術的特長

高温での特性に優れ、加工性が良好で歩留りや生産性に優れ、取り扱いも極めて容易な、核融合炉用中
性子増倍材を安定して得ることができる。

発明の効果

核融合炉分野で活用される

(1) 原子力施設

本特許の活用用途
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【表１】に示したとおり、発明例は延性
および耐スエリング性に優れ、また高
い中性子増倍効果を有し、さらにトリチ
ウムインベントリが小さく、構造材との
反応性および蒸気との反応性も低い。
これに対し、No.31の比較例は、Be12Ti
単味であるため、延性に乏しい。No.33
の従来例は、金属ベリリウムが100％
であるため、中性子増倍効果や延性
には優れるものの、スエリングやトリチ
ウムインベントリが大きく、また構造材
との反応性および蒸気との反応性も大
きい。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

金属相がベリリウム金属間化合物相
間にバインダーとして介在するため、
ベリリウム金属間化合物相同士の固
着強度が増大し、その結果、中性子増
倍材全体の延性が向上して、加工性
や取り扱い性の有利な改善を図ること
ができたが、金属相を介在させたこと
により、中性子増倍効果が低下するだ
けでなく、スエリング特性、構造材との
反応性、蒸気との反応性およびトリチ
ウムインベントリ等の金属間化合物の
特性劣化が生じる。また、金属相とし
て金属間化合物の特性劣化が生じる。

従来の問題点

【表１】中性子増倍材（一部）の特性比較

6066[G21B:C22C/O0059]

金属間化合物 ; 2種類以上の金属によって構成される化合物。成分元素と異なる特有の
物理的・化学的性質を示す。構成元素が非金属である場合もあり、例と
して二ホウ化マグネシウム（MgB2, B: ホウ素は非金属）がある。


